
 

 

音響機器を設置している経営者のみなさんへ 
 

 

 

 

 

●平成２６年４月１日より、枚方市公害防止条例の改正に伴い、カラオケ装置等の音響機

器を設置し営業を営む場合や、音響機器を変更・承継・廃止するときに必要となってい

た届出が不要になりました。 

 

 

 

●騒音の「規制基準」が定められています。 

音響機器を設置して営業を営む者はその敷地境界線上で規制基準を守らなければなりません。 

 

■騒音に係る規制基準                                           （単位：デシベル） 

                    時間の区分 
区域の区分 

朝(午前６時～午前８時) 
夕(午後６時～午後９時) 

昼  間 
(午前８時～午後６時) 

夜  間 
(午後9時～翌日午前6時) 

第１･２種低層住居専用地域 ４５ ５０ ４０ 

第１･２種中高層住居専用地域 
第１･２種住居地域、準住居地域 
市街化調整区域など 

５０ ５５ ４５ 

近隣商業地域、商業地域、 
準工業地域など ６０ ６５ ５５ 

工業地域、工業専用地域など ６５ ７０ ６０ 

工業地域、工業専用地域などで 
学校・病院等の周辺など ６０ ６５ ５５ 

（大阪府生活環境の保全等に関する条例施行規則別表第21による） 

 

●音響機器を設置して営業を営む者は、規制基準が守れるよう店舗の構想または機器の調整

を行ってください。 

 

 

 

●音響機器の使用について、時間制限があります。 

 飲食店・カラオケボックス等においては、午後１１時から翌日の午前６時までの間、カラオ

 ケ装置などの音響機器を使用してはいけません。 

 

～騒音の規制基準について～ 

～カラオケ等の音響機器の使用時間制限～ 

枚方市 

～届出義務がなくなりました～ 



 ただし、 

・音響機器から発する音が防音措置を講ずることにより飲食店等から外部に漏れない場合 

・飲食店等の周囲５０ｍ以内の区域に人の居住の用に供されている建物及び病院、診療所等

特に静穏を必要とする施設が存在しない場合 

 などは、規制の適用は受けません。 

規
制
の
内
容 

地    域 枚方市全域 

業    種 カラオケ装置等の音響機器を設置して営む営業 

使用禁止時間 午後１１時から翌日の午前６時まで 

 

●罰則など（条例第９９条、第１１４条）警告及び命令等の制度があります。 

  午後１１時以降にカラオケ装置などの音響機器が使用されることによって、周辺の生活環境

 が損なわれているときには、経営者に対して警告または命令を発し、これに従わない場合は、

 ３月以下の懲役または２０万円以下の罰金が科せられます。 
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音
の
大
き
さ
（
デ
シ
ベ
ル
） 

１２０ １２０ 

１１０ １１０ 

１００ １００ 

９０ ９０ 

８０ ８０ 

７０ ７０ 

６０ ６０ 

５０ ５０ 

４０ ４０ 

３０ ３０ 

静かな住宅地の夜 

普通の事務所内 

普通の会話 

騒々しい街頭 

バス地下鉄電車内 

カラオケ店内 

航空機エンジン直近 

身近な騒音の例 


